
防災行政無線で放送された内容を再確認したいときは、自動音声で放送
内容を聞くことができます。

エフエムベイエリア（FM78.1MHz）でも防災行政
無線の内容や防災情報を放送していますので、災害
時にはラジオを活用ください。

防災行政無線確認電話  ☎364-1260
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「広報しおがま」は、22,700部製作し、１部当たりの経費（印刷・発送）は68円です。

【塩竈市の人口】  Ｈ29.12.31現在
住民基本台帳調べ  （前月比）
　人口　54,873人（  －22人）
　　男　26,192人（  －  9人）
　　女　28,681人（  －13人）
世帯数　23,417戸（  ＋15戸）

シリーズ 日本遺産 ｢政宗が育んだ“伊達”な文化｣と塩竈｢政宗が育んだ“伊達”な文化｣と塩竈
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日
本
赤
十
字
社
で
は
、
災
害
が
発
生
し

た
際
、
被
災
地
に
対
し
医
師
や
看
護
師
で

構
成
す
る
救
護
班
を
派
遣
す
る
ほ
か
、
救

援
物
資
の
供
給
、
義
援
金
の
受
け
付
け
、

配
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
の
市
町
村
に
は
赤
十
字
の

活
動
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て｢
赤

十
字
奉
仕
団｣

が
組
織
さ
れ
て
お
り
、本
市

に
お
い
て
も
、
５
つ
の
分
団
で
構
成
さ
れ

る｢

塩
竈
市
赤
十
字
奉
仕
団｣

が
組
織
さ
れ

て
い
ま
す
。こ
の
奉
仕
団
は
、市
内
在
住
で
、

赤
十
字
奉
仕
活
動
に
深
い
理
解
が
あ
る
方

約
３
０
０
人
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

塩
竈
市
赤
十
字
奉
仕
団
委
員
長
の
今
野

恭
一
さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で
、
人
の
た
め
に

何
か
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
思
い
で
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
奉
仕
団
は
、
団
員
各

自
の
自
発
的
な
意
思
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、

日
本
赤
十
字
社
の
会
費
の
募
集
な
ど
地
域

町
内
会
と
連
携
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

団
員
の
高
齢
化
が
目
立
っ
て
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
加
入
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

塩
竈
市
赤
十
字
奉
仕
団
は
、
献
血
推
進

運
動
を
は
じ
め
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た

め
に
炊
き
出
し
訓
練
や
看
護
訓
練
、
各
種

研
修
を
受
け
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
に
は
炊
き
出
し
や

救
援
物
資
の
配
分
を
行
う
な
ど
、
地
域
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
８
日
に
仙
台
市
で
行
わ
れ
た

｢

日
本
赤
十
字
社
宮
城
県
支
部
創
立
１
３

０
周
年
記
念
赤
十
字
大
会｣

に
お
い
て
、

赤
十
字
事
業
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
た
団
体

に
対
し
て
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
塩
竈

市
赤
十
字
奉
仕
団
も
表
彰
を
受
け
、
功
績

を
た
た
え
ら
れ
ま
し
た
。「
新
し
い
団
員

を
受
け
入
れ
な
が
ら
、
な
お
一
層
、
運
動

の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
。」と
今
野
さ
ん
。
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生
活
福
祉
課
総
務
係
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3
6
4
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1
1
3
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▲

年末に本塩 駅前と塩 駅
前の清掃を行っています。

参道(裏坂)は鹽竈神社に3つある参道のひとつ
です。ほかには、最古の参道である七曲坂、藩

主参詣のため改修整備された表坂があります。裏
坂は神社から法蓮寺までの道を、江戸時代後期に
庶民の参詣道として船着場近くに整備されました。
この裏坂の志波彦神社･鹽竈神社の額が掲げられ
た稲井石製石鳥居をくぐると、明治41年皇太子殿下
の参拝を機に、塩竈町民の寄付により再整備され
た稲井石の石坂が始まります。明治に廃絶した法

東

戸時代の塩竈は、海運による物資の集散地となり各
地から商人が集まり、さらに鹽竈神社へ参詣する人

や、松島観光に訪れる人でにぎわっていました。三味線
や太鼓とともに｢街道に白菊植えてハットセ｣と歌われる
塩釜甚句からは、活気あふれる門前町の様子や当時の
人々の心情をうかがい知ることができます。塩釜甚句は、

江

綱村公が鹽竈神社社殿落成の祝典の際、余興として歌謡
を作らせアイヤ節の歌曲をもとに芸妓に謡わせたことに
始まるとも言われています。
　2月24日壱番館遊ホールを会場に｢第18回塩釜甚句全
国大会｣が開催されます。塩釜甚句保存会の赤間さんは
「塩釜甚句を塩竈市の文化のひとつとし
て根付かせてきました。全国的にも唄わ
れていて、全国大会は、約200人の参加者
で盛大に行われています。将来を担う多
くの子どもたちも参加しますので、ぜひ、
お越しください」と話されました。心に
響く歌声に触れ、塩竈の歴史に思いを
めぐらせてみませんか。
【参考文献｢塩竈の伝承と史話｣】

問 生涯学習課学習支援係☎362-2556

▲｢日本赤十字社宮城県支部
創立130周年記念赤十字大
会｣に各分団の代表者が出
席しました。

蓮寺や勝画楼、大正
期の和洋併置建築
である旧亀井邸が周
囲にあります。
▶戦後の裏坂鳥居付近

塩 甚句全国大会
実行委員会実行委員長
赤間桃正さん

塩釜甚句にみる港町塩竈塩塩塩塩塩塩塩塩塩塩塩塩釜釜釜塩釜釜甚句句甚句句句句句句句句句句句句句句句句にににににににににににににににににににみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる港港港町町町町町塩塩竈竈竈塩釜甚句にみる港町塩竈

　

皆
さ
ん
も
身
近

な
奉
仕
活
動
を
行

い
、
明
る
く
住
み

よ
い
社
会
を
作
り

ま
せ
ん
か
。
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